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W35b Astro-E2衛星搭載Ｘ線カロリメータ検出器XRSのデータ処理と応答関数
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X線天文衛星 Astro-E2には、X線カロリメータ検出器 XRS(X-Ray Spectrometer) が搭載される。XRSの
0.3-12 keVのX線領域における高精度分光観測という新しい手段によって、大きな科学成果が期待される。我々
は 2003年 12月から打上げ直前にわたってXRSの較正・動作試験を行い、それらのデータから得られた詳しい特
性に基づいて、実際の天体スペクトル解析に必要なデータ処理方法の決定や検出器応答関数の構築を行った。

重要なデータ処理過程のひとつはバックグラウンドの除去である。XRSでは宇宙線が素子のフレームに当たっ
て同時に複数の素子でパルスを生じるイベントがあるが、パルス間隔やイベントに含まれるパルス数等をパラメー
タとしてイベントの判定を適切に行うことにより、数×10−3 c/s/XRS にまでバックグラウンドを除去する方法
を確立した。また、応答関数の作成には、31個の各素子ごとのエネルギー分解能の違いやそのエネルギー依存性
を各試験データから導き出し、それらの結果を取り込んだ。線広がり関数には、主ライン成分の 3桁低い強度ま
で表わせるGaussian関数を用いているが、全強度の約 2%にあたる素子内部の電子損失反応による低エネルギー
側の連続成分やエスケープラインのモデル計算も進めており、今後取り入れていく予定である。その他に、具体
的なデータスクリーニングの方法や手順、軌道上でのデータを用いた結果についても報告する。


